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生徒質問紙から見える学びと生活
本年４月、「令和８年度全国学力・学習状況調査」が３年生を対象として実施されました。教科調査の

個人結果については、すでに各家庭に配付していますので、お子さんの学習状況の確認にご活用ください。
今回は、生徒質問紙の結果をもとに、本校生徒の学びや生活の様子を岩手県・全国と比較しながら紹介し
ます。数値に表れた本校生徒のよさを確認し、これから大切にしたい点を見つめ、今後の教育活動にどう
つなげていくかを考えます。

まなびフェストに関連する７項目から
本校では、年度当初に「まなびフェスト」で

10の数値目標を設定しています。そのうち、全
国学力・学習状況調査の生徒質問紙に関連する
７項目について、本校・岩手県・全国の状況を
比較しました(表１)。
７項目を見ると、学校生活の楽しさや、話合

いを通じて考えを深めたり、新たな考えに気付
いたりできること、地域や社会に関わろうとす
る意欲に、本校生徒のよさが表れています。ま
た、「授業の内容がよく分かる」と感じている
割合も、県・全国を上回っています。一方、生
徒一人一人が「自分には、よいところがあると
思う」と実感できるようにすることは、さらに
大切にしていきたい点です。今後の教育活動で
は、文化祭をはじめとする学校行事や日々の学
習を通して、自分のよさや成長を実感できる学
校づくりを進めていきます。

※質問文は、趣旨を変えない範囲で一部簡略化して表記しています。
※「朝食」は「毎日食べている」の割合、それ以外は原則として肯定的な回答
２区分を合計しています。

※「授業の内容がよく分かる」は、国語・数学・英語それぞれの肯定的回答率
を単純平均した値です。

＋α 自分の24時間をデザインする
生徒質問紙には、生活時間や家庭学習に関する質問もあります。ここでは、

就寝･起床の習慣、SNSや動画視聴等の時間、学校外での学習時間を「24時間の使
い方」という視点から見てみます。表２からは、多くの生徒が毎日ほぼ同じ時
刻に起きている一方、就寝時刻は起床時刻ほど一定ではないことが分かります。
SNSや動画視聴等の時間が２時間以上の生徒の割合は全国より低いものの、４
時間以上は29.6％で約３割を占めています(図１)。学校外での学習時間は、１

表１

表２

～２時間の層が最も多く、２時間以上の割合は全国より低くなっています(図２)。これらの結果だけから、
SNSや動画視聴等の時間と学校外での学習時間との関係を直接判断することはできません。本校では一つ一つ
の時間を個別に捉えるのではなく、「自分の24時間をどう使うか」という視点を大切にしたいと考えています。
睡眠、学習、運動、家族との時間、SNSや動画、ゲームなど、それぞれの時間をどう組み立てるか。セルフ

デザインタイム（SDT）も活用しながら、自分の生活と学びを自分で調整する力を育てていきます。

図１ 平日のSNSや動画視聴等の時間 ※学習やゲームの時間を除く 図２ 平日の学校外での学習時間


